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状態別�
97人�

四輪車�
45人�
46.4％�

年齢別�
97人�

一般�
（25～64歳）�

47人�
48.5％�

高齢�
（65歳以上）�

40人�
41.2％�

若年�
（16～24歳）�
10人 10.3％�

原因別�
96件�

最高速度�
17件 17.7％�

信号無視�
6件 6.3％�

右側通行�
6件 6.3％�

酒酔い運転�
3件 3.1％�前方不注意�

24件 25.0％�
安全不確認�
7件 7.3％�

安全速度�
6件 6.3％�

歩行者の違反�
7件 7.3％�

その他�
20件�
20.8％�

二輪車�
20人�
20.6％�

自転車�
7人  7.2％�

歩行者�
25人�
25.8％�

車
両
の

違
反 89件

92
.7
％
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通
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故

交
通
死
亡
事
故� うばわないで！ 尊い命�

こわさないで！ 平和な家庭�
交通戦争 ―　交通事故により非常に多くの人が亡くなっている今の状況は、残念だがまさにこの言葉が当てはまる。�

わずか4ヵ月で県内での交通事故による死亡者数は37人に達し、昨年同時期に比べ実に10人もの増となってしまった。�

尊い命、平和な家庭。交通事故は一瞬にしてこれらを奪い、壊してしまう。�

もうこれ以上、そんな悲惨な交通事故が起こらないでほしい。その思いを込めて――�

平
成
１３
年
中
の
交
通
事
故
の
特
徴�

年齢別交通事故死者数�
高齢者が全体の41.2％を占め、その

約半数（21人）が歩行者である。�
�
※高齢者の交通事故件数は、10年前の約2倍
と増加が著しい。�

状態別交通事故死者数�
四輪車乗車中死者45人のうち、シートベルトを
着けていなかった人は実に34人（75.6％・全
国ワースト2位）もいて、そのうち着用してい
れば助かったと推定されるのは14人にのぼる。�

２面へ�
つづく�

原因別交通死亡事故件数�
「最高速度違反」「前方不注意」「安全不確認」で原因

の半分を占めている。�
※97人中48人（49.5％）が夜間事故であり、そのうち3人に1人は
飲酒事故となっている（死亡事故の原付以上の第1当事者のうち、
飲酒運転をしていた割合＝19.8％・全国ワースト3位）�

交
通
死
亡
事
故� うばわないで！ 尊い命�

こわさないで！ 平和な家庭�
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通
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私
た
ち
が「
本
当
に
つ
ら
い
な
あ
」

と
思
う
の
は
・
・
・�

和
歌
山
東
警
察
署
　
交
通
課
巡
査
部
長
　
木
村 

隆
弘
さ
ん�

�

　
交
通
事
故
を
担
当
し
て

い
て
一
番
つ
ら
い
な
あ
と

思
う
の
は
、
事
故
で
亡
く

な
っ
た
方
の
ご
家
族
に
連

絡
す
る
と
き
で
す
。
つ
い

最
近
も
、
電
話
で
奥
さ
ん

に
「
ご
主
人
が
亡
く
な
ら

れ
ま
し
た
」
と
伝
え
た
途

端
、
半
狂
乱
の
状
態
に
な

ら
れ
て
、
い
く
ら
な
だ
め

て
も
、
な
か
な
か
落
ち
着

き
を
取
り
戻
し
て
も
ら
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、

病
院
で
お
父
さ
ん
の
亡
骸

に
対
面
し
た
小
学
校
低
学

年
の
子
ど
も
さ
ん
が
、
声

を
お
し
こ
ろ
す
よ
う
に
し
て
泣
い
て
い
る
姿
を
見
た
と
き
は
、
胸
が

し
め
つ
け
ら
れ
る
よ
う
で
本
当
に
つ
ら
か
っ
た
で
す
ね
。
私
に
も
、

同
じ
年
頃
の
子
ど
も
が
い
ま
す
か
ら
。�

　
一
方
、
死
亡
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
ド
ラ
イ
バ
ー
も
、
ま
た

違
う
意
味
で
大
変
だ
と
思
い
ま
す
。
罪
名
は
業
務
上
過
失
致
死
で
す

が
、
本
人
の
気
持
ち
と
し
て
は
殺
人
に
近
い
も
の
が
あ
る
ん
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
金
銭
的
な
補
償
は
済
ん
で
も
、
人
の
命
を
奪
っ
て

し
ま
っ
た
と
い
う
負
い
目
を
一
生
背
負
っ
て
い
く
の
は
、
そ
れ
は
つ

ら
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
家
庭
が
崩
壊
す
る
場
合
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
し
・・・
。�

　
こ
の
よ
う
に
交
通
死
亡
事
故
に
よ
っ
て
、
当
事
者
同
士
は
も
ち
ろ

ん
、
そ
の
家
庭
や
周
り
の
人
た
ち
ま
で
も
一
瞬
に
し
て
不
幸
の
ど
ん

底
へ
つ
き
落
と
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
等
も
、

ど
う
か
そ
の
こ
と
を
肝
に
銘
じ
て
交
通
安
全
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。�

ゼロ�

　歩行者や自転車･バイクの利用者は、「必ずしもドライバ
ーは、あなたに気づいているとは限らない」ということを
知っておく必要があります。�
　車とぶつかったらケガをするのは歩行者等です。道路の
横断時などは、「ドライバーは見てくれているだろう」と
思い込まずに、車との間に十分安全な距離があるか、ドラ
イバーは自分の存在に気づいているかなど、常に注意する
ようにしましょう。�

　「シートベルトをしていれば命が助かったのに」と思
われる事故が多く発生していることは、非常に残念なこ
とです。�
　時速50kmで車同士が前面衝突すると、乗っている人
の体には体重の30倍もの前に飛び出す力がかかります。
シートベルトをしていないと、後部座席の人でさえ、フ
ロントガラスに頭を打ちつけてしまうほどのすさまじい
力です。当然、どんなに力の強い人でも体を支えきれる
ものではありません。�

　車（四輪自動車）は確かに便利な道具です。しか
し、ちょっとでも運転を誤れば、人の命まで奪っ
てしまう凶器にもなりうるのです。そう考えれば、
飲酒運転やスピードの出しすぎは絶対にできない
はずです。�

道
路
交
通
法
が
変
わ
り
ま
し
た�

区分�

違反行為�

改正前� 改正後�

罰則�

懲役� 罰金�
違反点数�

罰則�

懲役� 罰金�
違反点数�

酒酔い運転 2年以下 10万円以下 15点 3年以下 50万円以下 25点�

 3月以下 5万円以下 6点   13点�

    1年以下 30万円以下�

 ― ― ―   6点�

麻薬等運転 2年以下 10万円以下 15点 3年以下 50万円以下 25点�

過労運転等 6月以下 10万円以下 6点 1年以下 30万円以下 13点�

無免許運転 6月以下 10万円以下 12点 1年以下 30万円以下 19点�

救護義務（ひき逃げ） 3年以下 20万円以下 10点 5年以下 50万円以下 23点�

免許証不正取得 1年以下 10万円以下 危険性帯有処分 1年以下 30万円以下 危険性帯有処分�

共同危険行為 6月以下 10万円以下 15点 2年以下 50万円以下 25点�

酒気帯び運転�

呼気中アルコール濃度�
0.25mg/  以上�

呼気中アルコール濃度�
0.15mg/  ～0.25mg/  未満�

※危険性帯有処分とは、点数制度によらない行政処分をいいます。　　　※罰則は、懲役または罰金の刑が科せられます。�

罰則強化と違反点数を大幅引き上げ　悪質・危険な違反運転者が対象となります。�

問い合わせ�
和歌山県警 交通企画課�
t073（473）0110�

県庁県民生活課 �
t073（441）2350

歩行者等の�
みなさんへ�

車に乗る�
みなさんへ�

ドライバーの�
みなさんへ�

ドライバーには必ず�
“死角”があると覚えておこう�

シートベルトはドライバー�
と同乗者の命を救う�

車は走る凶器だ！�

６
月
１
日
施
行�

ひ
き
逃
げ

ひ
き
逃
げ�

飲
酒
運
転

飲
酒
運
転�

無
免
許
運
転

無
免
許
運
転�

過
労
運
転

過
労
運
転�

ひ
き
逃
げ�

飲
酒
運
転�

無
免
許
運
転�

過
労
運
転�

欠格期間を最長5年に延長�
酒酔い運転など、きわめて悪質・危険な運転を

して死亡事故を起こし

たドライバーに対しては、

免許の取消（欠格期

間）がこれまでの最長

3年から5年に延長さ

れました。�

な
き
が
ら�

平成14年（2002年）6月1日�2
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中
小
企
業
者�

がんばる中小企業者を応援します�がんばる中小企業者を応援します�
県経済活性化のカギ�

　いまだ景気の低迷が続く日本経済。和歌山県も例外ではなく、まさに厳

しい時代のまっただ中にいるといえます。�

　県では、こうした厳しい経済情勢のもと、本県経済の回復・発展を図る

ためには、21世紀を支える新しい産業の育成が重要であると考え、活力

ある産業社会をめざした「きのくにベンチャーランド構想」を進めていま

す。そのカギとなる施策の一つとして、県中小企業支援センターを中心に

県内の産学官33機関で構成する「わかやま地域産業総合支援機構［らいぽ

（WRIPO）］＊1」とも相互に連携しながら、中小企業者＊2への支援を積極的

に行っています。�

　県では、経営面、資金面、技術面、法律面など様々な方面で中小企業者を支援しています。なかでも、
中心的な役割を担っているのが、通称「創造法」、「経営革新法」と呼ばれる法律に基づく支援で、新製
品の開発や新事業などにチャレンジする中小企業者を補助金や融資などにより支援するものです。�

支援の柱は法律支援�
創造法と経営革新法�

�
創業や研究開発・事業化を通じて、新製品・新サービスなどを生み出す取り組
みを行う中小企業者を支援します�

�
研究開発の事業計画を策定し、県知事の認定を受け、かつ各支援機関の審査を
通ると次のような支援制度が利用できます�
�
創造技術研究開発費補助金（創造枠：補助率２／３、500～2,000万円）�
低利融資制度（中小企業金融公庫、国民生活金融公庫、商工組合中央金庫）�
投資育成会社からの投資�
リース等による設備投資の円滑化�
信用保証協会の債務保証制度の拡充�
設備投資減税等の減税措置  など�

中小企業創造活動促進法（創造法）�
新技術・新商品の開発や販路開拓など新たな取り組みによる経営の向上を支援します�
ほぼ全業種にわたる中小企業者の経営革新を幅広く支援（法律に定める中小企業
者で、第１次産業・風俗業等は除く）�
�
経営革新計画を作成し、県知事の承認を受け、かつ各支援機関の審査を通ると次
のような支援制度が利用できます�
�
中小企業経営革新支援事業費補助金（補助率２／３、200～900万円）�
低利融資制度（中小企業金融公庫、国民生活金融公庫、商工組合中央金庫）�
高度化融資制度（構造改善高度化事業への対象など）�
各種税制措置（設備投資減税、法人税に係る欠損金の還付など）�
中小企業信用保険法の特例（信用保証協会による保証限度額の拡大）�
小規模企業者等設備導入資金貸付制度（貸付率及び貸付限度額の特例）など�

中小企業経営革新支援法（経営革新法）�支援法�

対象者�
内容�

利用できる�
支援制度�

●創造法による支援�
　空き容器の自動選別回収装置の開発・商品化や梅干し産業におけるリサイク

ル化、携帯電話の電磁波防除のためのシールド材料の開発など、平成8年から

64事業者（昨年度7事業者）が認定され、新製品や新技術の開発などに取り組

んでいます。�

●経営革新法による支援�
　ガソリンスタンドのセルフ給油方式の導入や福祉用具レンタル管理システム

の開発、ゆかたなど草木染め商品の開発など、平成11年から60事業者（昨年度

16事業者）が承認され、先進的な事業や取り組みなどを行っています。�

●その他の支援�
　これ以外にも、中小企業者のものづくりを支援する補助金制度（補助率2/3、

100～500万円）などもあり、2002年ソルトレイクシティ冬季オリンピック大会

スケルトン競技8位入賞で話題になった越和宏選手が使用した新型競技用ソリの

開発をした企業や新洗浄技術に基づくドライクリーニング装置の開発をした企業な

どが、こうした制度を活用し、商品化にも成功するなど十分な成果を納めています。�

～県の支援が励みになりました～�
　以前からノンサービスによる低廉価格の実施など新た

な経営に取り組んでいた株式会社石橋石油の石橋幸四郎

社長は、インターネットでこの経営革新法の支援制度を

知り、早速、東京のシステム開発会社と共同研究してい

たリライトカードシステム（ポイントカードでお釣りを

出すシステム）のセルフ式給油の導入を県に申請し、平

成11年に承認されました。�

　翌年、大阪府内でも第1号となる泉佐野店を、その半

年後には和歌山市内店をオープンし、現在では、大阪、

和歌山合わせて5店舗でセルフ営業を行い、約3倍の販売実績をあ

げています。�

　『「大変ありがたい」の一言です。色々なビジョンがあっても、

資金的に難しかったり、なかなか決断しにくかったりといった時

に、こんな県の支援があるということで、思い切れたというか、

非常に励みになりました。』と満足げに話す石橋社長は、最近、創造法の認定も受けてエコ燃料の

開発にも取り組むなど、県の支援制度を有効に活用しています。�

何でも気軽にご相談ください�

各種支援制度を有効に活用�

中
小
企
業
者
支
援
体
制�

　県中小企業支援センター（県中小企業振興公社）     �
・中小企業者の経営資源の確保に係る診断、助言等�
　　相談、専門家派遣、情報提供など�
・地域プラットホーム事業�
・産学官共同研究、事業化可能性調査など�

　県�
・新産業創出支援�
　　和歌山県大学発ベンチャー支援、SOHOイントラネット支援など�
・既存産業の高度化・高付加価値化�
　　中小企業創造活動等支援、中小企業経営革新支援など�
・マーケティング・情報発信機能の強化�
　　首都圏マーケット拡大、「ふるさと和歌山わいわい市場」運営など�
・技術革新環境の整備�
　　即効型地域新生コンソーシアム研究開発、地域産業活性化シーズ創製など�

　地域中小企業支援センター�
・和歌山、橋本、田辺各商工会議所�

＊1　らいぽ（WRIPO）　 Wakayama Regional Industrial Promotion Organization�

＊2　中小企業者 会社や個人として事業を営んでいる中小企業者だけでなく、これから

事業を始めようとする方も対象です。（法律などによる対象範囲有り）�　らいぽ�
大学、研究機関、経済団体、商工会・
商工会議所、金融機関など�

　その他の機関 �
　中小企業総合事業団など�

相談�

支援�

連携　　調整�

和歌山県中小企業支援センター（和歌山県中小企業振興公社）t073（432）3412�
　 窓口相談をはじめ、新商品の販路開拓調査などを行う事業化可能性調査や民間の専門家派遣事業など各種支援を行っています。�

県庁新産業室 t073（441）2757
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洪
水
調
節
は

ダ
ム
の
重
要
な
役
割

県
内
に
は
、
現
在
８
つ
の
ダ
ム
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

役
割
が
違
い
、
か
ん
が
い
用
水
な
ど
の
た
め
に
川
の
水
を
補

給
す
る
ダ
ム
も
あ
れ
ば
、
水
力
発
電
の
た
め
に
水
を
貯
留
す

る
ダ
ム
な
ど
そ
の
役
割
も
い
ろ
い
ろ
で
す
が
、
忘
れ
て
は
な

ら
な
い
役
割
が
も
う
一
つ
。
そ
れ
が
「
洪
水
調
節
」
で
す
。

集
中
豪
雨
の
時
な
ど
に
、
ダ
ム
に
流
れ
込
ん
で
く
る
大
水
を

せ
き
止
め
、
そ
の
一
部
を
放
流
し
な
が
ら
た
く
さ
ん
の
水
が

流
れ
す
ぎ
な
い
よ
う
に
調
節
す
る
も
の
で
、
こ
れ
も
ダ
ム
の

重
要
な
役
割
な
の
で
す
。

ど
う
や
っ
て
洪
水
を
調
節
す
る
の
？

調
節
方
法
　
そ
の
１

下
流
河
川
の
流
量
を
減
ら
し
ま
す

梅
雨
時
や
台
風
の
季
節
、
集
中
豪
雨
な
ど
に
よ
り
河
川
が

急
激
に
増
水
し
、
川
沿
い
の
地
域
に
大
き
な
被
害
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
大
水
の
一
部
を
貯
留
し
、

一
度
に
た
く
さ
ん
の
水
が
下
流
に
流
れ
な
い
よ
う
に
調
節
し

ま
す
。

調
節
方
法
　
そ
の
2

あ
ら
か
じ
め
水
位
を
下
げ
て
お
き
ま
す

洪
水
の
発
生
す
る
恐
れ
の
大
き
い
梅
雨
や
台
風
時
期
に
は
、

あ
ら
か
じ
め
ダ
ム
の
水
位
を
下
げ
て
お
き
、
大
水
を
貯
留
す

る
容
量
を
大
き
く
確
保
し
ま
す
。
こ
の
時
の
水
位
を
夏
期
制

限
水
位
と
い
い
、
6
月
16
日
か
ら
10
月
15
日
ま
で
の
間
は
、

ダ
ム
の
水
位
が
こ
れ
よ
り
高
く
な
ら
な
い
よ
う
に
維
持
し
、

万
一
の
洪
水
に
備
え
ま
す
。

調
節
方
法
　
そ
の
3

洪
水
に
備
え
、
前
も
っ
て
放
流
し
ま
す

洪
水
期
は
、
夏
期
制
限
水
位
を
維
持
し
て
い
ま
す
が
、
七

川
ダ
ム
な
ど
で
は
、
こ
れ
に
加
え
て
台
風
の
接
近
時
な
ど
大

き
な
洪
水
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
、
前
も
っ
て
放
流
を
行
い
、

貯
水
池
の
水
位
を
更
に
低
下
さ
せ
ま
す
。
こ
れ
を
予
備
放
流

と
い
い
ま
す
。

ダ
ム
か
ら
の
放
流
に
は
注
意

上
流
に
ダ
ム
の
あ

る
河
川
に
は
、
警
報

板
を
設
置
す
る
と
と

も
に
、
ダ
ム
の
放
流

を
開
始
す
る
時
や
放

流
量
を
急
激
に
増
加

さ
せ
る
時
に
は
、
川

沿
い
に
設
置
さ
れ
た

ス
ピ
ー
カ
ー
や
サ
イ

レ
ン
、
ま
た
警
報
車

等
で
事
前
に
周
辺
に

知
ら
せ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
ダ
ム
か

ら
放
流
が
あ
る
と
河

川
の
水
位
が
急
に
上
昇
し
危
険
で
す
か
ら
、
こ
れ
ら
の
警
報

に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

県
で
は
、
河
川
改
修
や
ダ
ム
の
洪
水
調
節
に
よ

り
、
下
流
河
川
の
洪
水
を
防
い
で
い
ま
す
が
、
集

中
豪
雨
な
ど
予
想
を
超
え
る
雨
に
よ
り
ダ
ム
の
容

量
を
超
え
る
大
水
が
発
生
し
た
場
合
な
ど
は
、
必

ず
し
も
ダ
ム
が
あ
る
か
ら
安
心
と
い
う
わ
け
に
は

い
き
ま
せ
ん
。
県
民
一
人
ひ
と
り
が
常
日
頃
か
ら

危
機
意
識
を
も
っ
て
お
く
こ
と
が
水
害
防
止
に
つ

な
が
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

県
庁
河
川
課
　
t
０
７
３
（
４
４
１
）
３
１
４
１

6
月
は

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

「
土
石
流
」
や
「
地
す
べ
り
」、「
が
け
崩
れ
」
と
い
っ
た
土
砂
災
害
が

お
こ
る
恐
れ
の
あ
る
山
間
部
や
傾
斜
地
に
自
宅
が
あ
る
方
は
、
梅
雨
前
線

や
台
風
な
ど
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
特
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。「
土
石
流
」

や
「
地
す
べ
り
」、「
が
け
崩
れ
」
に
は
次
の
よ
う
な
前
触
れ
現
象
が
あ
り

ま
す
。
危
な
い
と
感
じ
た
ら
、
早
め
に
安
全
な
場
所
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

土
石
流

●
山
鳴
り
や
立
木
の
裂
け
る

音
、
石
の
ぶ
つ
か
り
あ
う

音
が
聞
こ
え
る
。

●
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の

に
、
川
の
水
位
が
下
が
る
。

●
川
の
水
が
急
に
濁
っ
た
り
、

流
木
が
混
ざ
り
は
じ
め
る
。

地
す
べ
り

●
地
面
に
ひ
び
割
れ
が
で
き
る
。

●
沢
や
井
戸
の
水
が
濁
る
。

●
斜
面
か
ら
水
が
吹
き
出
す
。

が
け
崩
れ

●
が
け
か
ら
流
れ
る
水
が
濁
る
。

●
が
け
に
亀
裂
が
入
る
。

●
小
石
が
パ
ラ
パ
ラ
落
ち
て

く
る
。

土
砂
災
害
に
対
す
る
心
構
え

山田ダム�

島ノ瀬ダム�

殿山ダム�

紀の川�

貴志川�

有田川�

広川�

日高川�

南部川�

日置川�

古座川�

太田川�洪水調節機能のあるダム�

その他のダム�

二川ダム�
広川ダム�

椿山ダム�

七川ダム� 小匠ダム�

県民プールのご案内
利用料金 大人350円 子ども(16歳未満)180円
※大新プールは廃止しました
※幼児及び小学低学年の児童は保護者の同伴が必
要です
秋葉山プールt073(444)2361

開場日･時間 7月2日～8月31日　10～17時
※開場時間は日によって多少異なる場合があります
休場日 毎週月曜日、競技開催日(7月7･24･

25･27･28日、8月6･10･11･18･25日)
河西プール　t073(452)4411

開場日･時間 7月2日～8月31日　10～17時
(7月16日～8月15日は10～18時)

休場日 毎週月曜日
休場日における問合せ
秋葉山プールt073(444)7565
河西プールt073(451)8355

｢社会を明るくする運動｣作文コンテスト
テーマ 非行問題等について、自分の体験を通じて、

日ごろ考えていること、行っていること
対象 県内在学の小･中学生
申込 400字詰め原稿用紙5枚程度にまとめ、8月

23日までに｢社会を明るくする運動｣事務局
〒640-8143和歌山市二番丁2 和歌山保護観
察所内

問合 申込先t073(436)2501

ぜんそくサマースクール
ぜんそくについての正しい知識、発作への対処法
を学ぶ
日時 7月28～30日(2泊3日)
場所 県立みはま養護学校、国立療養所和歌山病

院(美浜町)
対象 県内在住で、ぜんそくでお困りの児童･生徒

20人とその保護者
費用 8,000円
申込 7月17日までに、

県立みはま養護学校t0738(23)2379
国立療養所和歌山病院t0738(22)3256

問合 申込先

夏だ！アロハサーフィン教室[入門編]
日時 7月6～7日(1泊2日)
場所 紀北青少年の家(かつらぎ町)
対象 高校生～一般 20人
費用 3,500円(30歳以上は4,000円)
申込 FAX、ハガキで6月20日までに会場

ちょこっとワーキング
～果樹園体験(2回シリーズ)～
ぶどうの手入作業から収穫まで
日時 7月13～14日(1泊2日)及び8月18日(日帰り)
場所 紀北青少年の家(かつらぎ町)
対象 小学4年～中学生とその家族
(児童・生徒のみの参加25人、家族での参加7家族)
費用 1人3,950～4,520円
申込 電話、FAX、ハガキで6月30日までに会場

盆踊りの太鼓研究会
盆踊りの曲に合わせて太鼓練習
日時 7月14日　14～21時
場所 紀北青少年の家(かつらぎ町)
対象 主に紀北地方在住の高校生～一般 20人
費用 1,500円
申込 電話、FAX、ハガキで7月1日までに会場

水上サバイバル
着衣水泳や水上安全法を体験
日時 7月20～21日(1泊2日)
場所 紀北青少年の家(かつらぎ町)
対象 小学5年～一般 40人
費用 3,000～3,600円
申込 電話、FAX、ハガキで7月10日までに会場

白崎ネイチャークラブ･夏
炊事やゲームなど野外活動体験
日時 7月13～14日(1泊2日)
場所 白崎青少年の家(由良町)
対象 小学4年～中学生40人
費用 3,000円
申込 電話、FAX、ハガキで6月30日までに会場

ファミリー昆虫採集のつどい
日時 7月20～21日(1泊2日)
場所 白崎青少年の家(由良町)
対象 小･中学生とその家族 15家族
費用 1人1,790～2,360円＋1家族2,200円
申込 電話、FAX、ハガキで7月6日までに会場

昆虫の観察　－セミの羽化－
日時 7月13～14日(1泊2日)
場所 潮岬青少年の家(串本町)
対象 小学4～6年生 30人
費用 2,700円
申込 電話、FAX、ハガキで6月30日までに会場

ハガキ･FAXで申し込む場合
参加者全員の住所、氏名、年齢(学年)、電話番号、
保護者名、希望講座名を記入してください。
※応募が定員を超えたときは抽選
申込･問合先
紀北青少年の家　
〒649-7112かつらぎ町中飯降1317-3
t0736(22)5530 FAX0736(22)5531
白崎青少年の家
〒649-1123由良町大引961-1
t0738(65)2351 FAX0738(65)2352
潮岬青少年の家　
〒649-3502串本町潮岬669
t0735(62)6045 FAX0735(62)0182

1 魚にエサをやろう1
日時 7月20日

14～16時30分
場所 県立自然博物館(海南市)

対象 小学生～一般　30人
費用 入館料と103円(保険料)

2 串本の磯の生物観察と化石
を探してみよう！

日時 7月21～26日(5泊6日)
※21日正午にJR串本駅集合

場所 潮岬青少年の家(串本町)
対象 小学5年～高校生 20人
費用 20,000円

(現地までの交通費は別途各自負担)

3 夜の水族館をのぞいてみよう
日時 ①8月1～2日　②8月29～30日

(ともに1泊2日、初日の13時集合)
場所 県立自然博物館(海南市)
対象 小学5年～高校生　①②各25人
費用 2,500円

申込･問合先
往復ハガキに希望行事名( 3 は希望日も)と、
住所、氏名(ふりがな)、年齢(学校名･学年)、
電話番号、保護者名(押印必要)を記入し、
7月6日(必着、ただし 3 は7月18日)までに
県立自然博物館 〒642-0001海南市船尾
370-1 t073(483)1777
※応募が定員を超えたときは抽選

危い!!�
ダムの放流による増水に注意�

記�

6 0 秒 �
吹  鳴 �

10秒�
休 止�

6 0 秒 �
吹  鳴 �

10秒�
休 止�

6 0 秒 �
吹  鳴 �

サイレン�

警 報 局 �
警 報 板 �

かんがい用水
など

発　　電

問
い
合
わ
せ：

県
庁
砂
防
課
　
t
０
７
３
（
４
４
１
）
３
１
７
４

20ミリ
�
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常
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常
備
す
る
！�

水�

く
す
り�

￥�

い
よ
い
よ
梅
雨
前
線
到
来
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
時
期
は
、
一
年
の
う
ち
で
最
も
降
水
量
が
多
く
な

り
、
県
内
各
地
で
河
川
の
洪
水
や
地
滑
り
、
が
け
崩
れ
な

ど
、
水
害
や
土
砂
災
害
が
最
も
多
く
発
生
す
る
時
期
で
も

あ
り
ま
す
。

「
う
ち
は
大
丈
夫
」「
心
配
な
い
」
と
高
を
く
く
っ
て
い

る
皆
さ
ん
！
本
当
に
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
？

水
害
や
土
砂
災
害
の
防
止
は
、
気
象
情
報
な
ど
に
十
分

注
意
す
る
ほ
か
、
避
難
場
所
・
方
法
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め

考
え
て
お
く
な
ど
、
日
ご
ろ
の
心
構
え
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
こ
れ
か
ら
の
多
雨
期
を
前
に
水
害
を
防
ぐ

ダ
ム
の
役
割
と
土
砂
災
害
の
防
止
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま

す
。

インターネットによる
河川の水位情報が充実しました。
県では、昨年9月１日の「防災の日」から、ホームページで県

内の主要な29河川48地点の水位情報を発信していますが、6月

1日から、雨量と水位情報を同一画面でグラフ表示するなど、さ

らにわかりやすい情報が提供できるようになりました。

一度、河川課のホームページにアクセスして、お近くの水位観

測局の警戒水位などを確認してみてください。「いざ！」という

とき、きっとお役に立てると思います。

http://www.wakayama.go.jp/prefg/080400/index.htm

洪水調節



県男女共生社会推進センター�

平成14年（2002年）6月1日�6平成14年（2002年）6月1日�6

盲導犬給付希望者
対視覚障害1級の身体障害者手
帳を所持し、県内に1年以上居
住する満18歳以上の方で、所
定の要件をすべて満たす方
申 6月3日～8月30日に、各振興
局生活福祉課、県庁障害福祉課
問申込先

視覚障害者歩行訓練希望者
指導員が自宅訪問して実施
対県内在住の視覚に障害のあ
る方で、歩行訓練により社会参
加が見込まれる方
申･問県身体障害者連盟

t073(423)2665

訪問介護員（ホームヘルパー）
養成講習会（2級課程）
時･場
①7月13日～10月17日＝広川町
②8月3日～11月下旬＝田辺市
③8月31日～11月21日＝岩出町
※いずれも原則として土･日曜
定①②③各20人程度
対母子家庭の母、寡婦(和歌山
市在住の方を除く)
費無料(テキスト代は自己負担)
申 6月21日までに各振興局健康
推進課
問申込先、県母子寡婦福祉連
合会t073(444)0376

介護技術講習会
時毎月第2火曜日
10時～15時30分

場県介護普及センター(琴の浦
リハビリテーションセンター内)
対家族の介護をしている方、介
護ボランティアに興味のある方
問会場t073(446)4811

県立南紀養護学校 学校見学会
肢体不自由教育の見学
時 6月18日　
9時30分～11時30分

問同学校t0739(47)2118

保育サポーター養成講座
時 7月15～18日　10～16時
場県男女共生社会推進センター
りぃぶる(和歌山市)
対 20歳以上で全講座(20時間)
を受講できる活動意欲のある方
定 50人　抽
申ハガキ又はFAXで住所、氏名
(ふりがな)、性別、生年月日(年
齢)、電話番号を記入し、6月
3～21日に21世紀職業財団
和歌山事務所〒640-8341和
歌山市黒田84-1阪和第1ビル
FAX073(475)1766
問申込先t073(475)1765

ふれあい看護体験
県内各地の病院で、実際に患者
さんに接する看護を1日体験
（7月下旬～8月上旬）
申往復ハガキに希望の病院名
(2つまで)、住所、氏名、年齢、
電話番号、洋服のサイズ(LL･
L･M･S)を記入し、6月21日ま
でに県看護協会〒641-0036和
歌山市西浜1014-27
問実施病院、実施日等は申込
先までt073(446)0605

看護力再開発講習会
時①7月10日＝「看護の本質」
②7月22日＝「救急看護」
③7月31日＝「医療事故」
④8月27日＝「感染看護」
⑤9月11日＝「スキンケア」

①②⑤は10～16時、③④は13
～16時
場①⑤は紀南文化会館(田辺
市)、②③④は看護研修センタ
ー(和歌山市)
対看護師等免許取得者でナー
スバンク登録者　各20人
申各申し込み期間中に電話で
県看護協会t073(446)0121
①6月7～17日 ②6月21～28日
③6月25日～7月5日 ④7月26
日～8月2日 ⑤8月8～16日
問申込先

「看護の日」特別講演
「ストレスの癒

いや

し方、治し方」
和歌山大学助教授　廣井亮一氏
時 7月6日　13～15時
場わかやま館
(和歌山マリーナシティ)

申ハガキに住所、氏名、電話番
号、参加人数を記入し、6月21
日までに日精看事務局〒641-
0054和歌山市塩屋3-6-1宮本病
院内
問紀南総合病院新庄別館　
岩井芳男t0739(22)2080

地籍調査研修
時･場
①6月26～28日＝龍神村役場
②7月9～11日＝東牟婁振興局
③7月23～25日＝那賀振興局
すべて10～16時
対県測量設計業協会会員、県
公共嘱託登記土地家屋調査士協
会会員、県内森林組合職員等
申込書配布 県測量設計業協会、
県公共嘱託登記土地家屋調査士
協会、県森林組合連合会、各振
興局農地課
申 6月10～18日に申込書配布
場所
問県庁地域振興課

女性雇用管理セミナー
時 6月27日　13時30分～
場アバローム紀の国(和歌山市)
対企業の人事労務担当者等
申･問和歌山労働局雇用均等室
t073(421)6157

放送大学学生（10月入学生）
入学試験はありません
内容 ①全科履修生＝大学卒業
(学士)〈教養〉をめざす　
②選科履修生＝1年間在学　
③科目履修生＝6カ月間在学
④修士科目生＝大学院に6カ月
間在学
対①④18歳以上②③15歳以上
申 6月15日～8月15日
問放送大学和歌山学習センター
t073(431)0360

管理理容師美容師認定講習会
時 9月2日～11月18日
申 7月10～18日に理容師美容
師試験研修センターt073(433)
3844、県理容生活衛生同業組合
t073(444)5400、県美容業生活
衛生同業組合t073(447)2688
問申込先、県庁生活衛生課

公共交通にかかわる意見
京阪神地域の公共交通(鉄道、
バス)の問題点、解決方法等に
ついて800字程度で
問国土交通省近畿運輸局地域
交通企画課t06(6949)6409

県営住宅入居者
(全団地共通)

申込書配布日時 7月1～22日
9～17時（土・日・祝日除く）
配布場所 県住宅供給公社、県
庁住宅課、各振興局建設部(海
草を除く)等

申込書配布場所(共通以外)
和歌山市･海南市･海草郡内各町
の役場
問県住宅供給公社
t073(425)6888

申込書配布場所(共通以外)
橋本市･伊都郡内各町村の役場
問伊都振興局建築課
t0736(33)4922

申込書配布場所(共通以外)
有田市･有田郡内各町村の役場

問有田振興局建設部総務課
t0737(64)1267

申込書配布場所(共通以外)
御坊市･日高郡内各町村の役場
問日高振興局建設部総務課
t0738(24)2918

申込書配布場所(共通以外)
田辺市･上富田町･中辺路町･白
浜町･大塔村･日置川町の各役場
問西牟婁振興局建築課
t0739(26)7922

申込書配布場所(共通以外)
すさみ町･串本町･古座町･古座
川町の各役場
問東牟婁振興局串本建設部総
務管理課t0735(62)0755

農業ふれあい講座
時 7月～翌年3月の毎月第2日曜
13時30分～16時(計9回)

場紀北会場＝県農業大学校(か
つらぎ町)、紀南会場＝西牟婁
農村青少年センター(西牟婁振
興局内)
対県内在住で、すべての講座
を受講できる方　各会場20人
費無料(教材費等は自己負担)
申往復ハガキに住所、氏名、年
齢、電話番号、希望会場を記入
し、6月10～20日に県農業大学
校〒649ー7112かつらぎ町中
飯降422
問申込先t0736(22)2203

募  集�

「わたしの住みたいまち」を考えよう！
～男女共同参画 入門セミナー～
講師 足立眞理子氏（大阪女子大学女性
学研究センター教授）他
時 7月4･11･18日の計3回　
すべて18時30分～20時30分

場りぃぶる
定 30人（先着順）
申 電話、FAX、Eメールで住所、氏名、年齢、
電話番号、講座名を7月2日までにりぃぶる
※一時保育あり(事前申込必要)

子育てサポーター応援講座
｢私たちにできる保育支援ー現状と課題｣
講師 田嶋麻佐子氏（保育サポート「ド
リーム」代表）
時･場 ①7月9日＝りぃぶる
②7月15日＝田辺市民総合センター
共に13時～15時30分
対一時保育を行っている個人･グルー
プ、保育に関心のある方
定 60人（先着順）
申電話、FAX、Eメールで住所、氏名、
電話番号、希望会場を7月1日までにり
ぃぶる
※一時保育あり(事前申込必要)

女性エンパワーメント技術講習
科目 パソコン(日商日本語文書処理技能
検定3級受験)
時 7月10日～8月1日の毎週月～金曜(計
17日間) すべて9時30分～15時30分
場オフィスメイト(株)(御坊市)
定 20人(初心者に限る)
費無料(テキスト代、検定料は自己負担)
申 6月19～20日(10～16時)に会場へ本
人来所（ハガキ1枚持参）

｢ジェンダーフリー大賞｣募集
家庭、学校、地域、職場等で男女共同参
画に積極的に取り組んでいる個人、団体、
事業所を選考のうえ表彰
申所定の推薦書により8月31日までに
(自薦、他薦は不問)
推薦書配布 りぃぶる、県庁男女共生社
会推進課、各振興局県民行政部総務課、
和歌山市男女共生推進課、和歌山市男女
共生推進センター

「県民の友」を掲載している和歌山県のインターネットホームページは　http://www.wakayama.go.jp/�

県庁・県教育委員会への郵便は　〒640-8585（県庁専用郵便番号、住所記入不要）○○○課あて�

　　　　　　　　　　　電話は　t073（432）4111

時…期日・時間 場…場所・会場 定…定員　　�
対…対象・資格 費…費用 申…申込・応募方法　�
問…問い合わせ 抽…希望者多数の場合抽選��

問 県男女共生社会推進センター りぃぶる 〒640－8319和歌山市手平2－1－2 
和歌山ビッグ愛9Ｆ t073（435）5245 FAX073（435）5247  
Eメール e0315012@office.wakayama.go.jp

野 橋本市 2

〈伊都振興局管理分〉

川永 9
栄谷 4
延時 1
西脇グリーン 7
三葛 和歌山市 4
東松江 1
ニューかわなが 5
城北 1
紀伊 1
鴨沼1号棟(改善住戸) 6
鴨沼2～5号棟 岩出町 4
野上 野上町 2

団地名 戸数

〈県住宅供給公社管理分〉

吉原 金屋町 1
徳田 吉備町 1
御殿場 1
青木／視覚障害者向 1

〈有田振興局管理分〉

湯浅町

中芳養 3
西跡之浦 田辺市 2
西跡之浦／視覚障害者向 1
丹田台 5
岡 1
日置 日置川町 2
栗栖川 中辺路町 2

〈西牟婁振興局管理分〉

上富田町

すさみ すさみ町 1
〈東牟婁振興局管理分〉

藤田 御坊市 1

〈日高振興局管理分〉
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看護職をめざす進路相談会
時･場 ①6月22日＝県民文化会館
（和歌山市）、②6月29日＝田辺
市民総合センター　
共に13時30分～
対看護師等学校養成所への進学
希望者や関心のある高校生等
問県庁医務課

建築物等実態調査にご協力を
住宅･建築行政の基礎資料を得
るため、6月10～30日に国が
調査します。調査員が訪問した
際にはご協力ください。
問県庁都市政策課

｢名曲の旅｣コンサート
4人の名手による演奏･歌唱
時 6月29日 18時30分開演
場高野口町産業文化会館
費一般2,000円、学生1,000円
申･問 会場t0736(42)5070、
県教育委員会文化財課

不動産取得税について
登記の有無、有償･無償、取得
の理由にかかわらず、不動産
(土地･家屋)の所有権を取得した
人に課税されます。取得の日か
ら60日以内に申告が必要です。
軽減措置が受けられる場合もあ
ります。
問各振興局税務課(海草は不動
産取得税課）

なくそう不法滞在･不法就労
外国人を雇用するときは、必ず
パスポートや就労資格証明書等
で在留資格と期間を確認してく
ださい。不法就労者を雇用した
場合は法律で処罰されます。
問最寄りの警察署

児童手当の手続きをお忘れなく
義務教育就学前の児童を養育し
ている方は、住所地の市町村役
場へ申請してください。現在手
当を受けている方も、7月1日ま
でに現況届の提出が必要です。
問県庁子育て推進課、各市町
村役場

教科書展示会
時 6月21日～7月4日(伊都、西
牟婁は7月5日まで)
場和歌山市＝県立図書館･和歌
山市立教育研究所、海草地方＝
海南市立黒江小学校･美里町文
化センター、那賀地方＝粉河ふ
るさとセンター･貴志川町生涯
学習センター、伊都地方＝伊都
振興局･町立高野山中学校、有
田地方＝湯浅町第2庁舎･清水
町コミュニティセンター、日高
地方＝市立御坊小学校･南部町
生涯学習センター、西牟婁地
方＝紀南教育研修所･串本町文
化センター、東牟婁地方＝東牟
婁地方教育事務所･那智勝浦町
教育センター

問各地方教育事務所、和歌山
市教育委員会、県教育委員会学
校教育課

｢建設リサイクル法｣の完全実施
一定規模以上の工事に伴い発生
するコンクリートや木材、アス
ファルト等の廃棄物は、分別の
うえ再資源化等することが義務
づけられました。その際、発注
者は知事等に対して工事の事前
届出をしなければなりません。

問県庁技術調査課

ごあんない�

保育士
時筆記＝8月6･7日(紀北会場･
紀南会場)、実地=8月29･30日
(紀北会場のみ)
場紀北会場＝和歌山信愛女子
短期大学(和歌山市)、紀南会
場＝西牟婁総合庁舎(田辺市)
願書配布各振興局健康推進課、
各市町村役場
申郵送＝6月10～19日に県庁
子育て推進課、持参＝6月19
日に県民文化会館(和歌山市)
問県庁子育て推進課

改良普及員資格
時 10月2･3日
場県民文化会館(和歌山市)
申願書等を6月24日～7月8日
に県庁農業振興課
問県庁農業振興課

県立陵雲高校(通信制課程)へ
の転入学･編入学
高校卒業資格取得コース
対転入学＝現在高校に在籍し
ている方、編入学＝高校を途
中退学した方、旧制の学校を
出た方
申 7月1～15日に陵雲高校
問申込先t073(422)8402

火薬類取扱保安責任者、火薬
類丙種製造保安責任者
時 8月25日
場県民文化会館(和歌山市)
願書配布 各振興局地域行政
課、県庁消防防災課、県火薬
類保安協会
申 6月25日～7月4日に全国火
薬類保安協会和歌山試験事務
所
問申込先t073(432)7710

毒物劇物取扱者
時 8月8日
場①県立和歌山高校(和歌山
市)、②西牟婁総合庁舎(田辺
市)
試験種別 一般、農業用品目、
特定品目
申 6月10～21日に住所地を管
轄する県立保健所(和歌山市在
住者は県庁薬務課)
問県庁薬務課

狩猟免許
時･場 ①7月8日＝県民文化会
館(和歌山市)、上富田文化会館
(上富田町)、東牟婁総合庁舎
(新宮市)、②8月30日＝県民文
化会館(和歌山市)
申試験日の14日前までに住所
地を管轄する振興局林務課(和
歌山市在住者は海草振興局)
問申込先

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 307月�
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水 木 金土 日 土 日月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火6月�
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融資など�試  験�
大学発ベンチャー補助金
大学等に在籍する研究者や学生
等が県内で創業するのに必要な
資金の一部を補助
補助率 対象経費の2分の1以内
補助限度額 300万円(研究者)、
50万円(学生等)
申 6月21日までに県庁新産業室
問県庁新産業室

中小企業季節融資(夏季資金)
県信用保証協会の保証対象とな
る県内中小企業者の運転資金に
対し融資
融資限度額 1,000万円
融資利率 年1.4％
融資期間 12カ月以内
償還方法 割賦償還
申 7月31日までに原則として
県内に本･支店のある金融機関
問県庁商工金融課、各振興局
地域行政課

環境保全施設整備資金融資
低公害車の導入、産業廃棄物の
再生利用など、中小企業(団体)
が環境保全のために行う施設･
設備の整備に対し資金融資
融資限度額 5,000万円(ただし
整備費の90％以内)
融資利率 年1.8％
融資期間 10年以内
償還方法 元金均等月賦
申商工中金和歌山支店、紀陽
銀行、和歌山銀行
問県庁環境生活総務課、各県
立保健所衛生環境課

ふれあいギャラリー整備補助金
多くの人が芸術作品を気軽に鑑
賞できる施設の整備に対し補助
補助率 対象経費の2分の1以内
補助限度額 300万円
申 7月12日までに県庁文化国際
課、各振興局県民行政部総務課
問申込先

人
権
連
載�

来て見て、楽しく学ぼう！
和歌山県人権啓発センター

4月17日、人権啓発センター開設記念の式典と講演会が開催されました。

式典では、同センター理事長の津田幸さんが「一人でも多くの県民のみなさんに、

人権について考え、理解を深めていただくためのお手伝いをしたい」とあいさつ。

続いて講演会では、(財)人権教育啓発センター理事長の宮崎繁樹さん(写真)が

「その国の人権状況を示す指標として、「平均寿命」「経済状況」「教育

の普及度」等があるが、今の日本はどの指標も高い水準にある。しか

し世論調査の結果を見ると、国民は必ずしも人権が十分尊重された社

会だとは思っていない。それは、「思いやり」「親切さ」といった精神

面がかなり貧しくなっているからではないか。そういう意味でも、新

しいこのセンターの役割は非常に大事だ。」と話されました。

お詫びと訂正 5月号6面「おしらせ」でご案内した「森久美子コンサート」は、正しくは「森公
・
美子コ

ンサート」でした。訂正してお詫びします。
「夏休み特集（おしらせ）」を5面に掲載

県庁内の執務室(各課室)内が
禁煙になりました。
みなさんのご協力をお願いします。

今後この取組は、県の地方機関にも広げていきます。

麻薬･覚せい剤･シンナー等
の薬物乱用は

県立図書館(本館･紀南分館)の休館
6月7～18日(資料点検実施)

工事の種類 規模の基準

建築物の解体 80m2以上

建築物の新築･増築 500m2以上

建築物の修繕･リフォーム等 1億円以上

その他の土木工事等 500万円以上

「ダメ。
ゼッタイ

。」

和歌山県人権啓発センター

〒640-8319和歌山市手平2-1-2 和歌山ビッグ愛2F

t073(435)5420 FAX 073(435)5421 Eメール w-jinken@deluxe.ocn.ne.jp

●センターご利用案内
開館時間 9時～17時45分

（ただし、閲覧室の利用は9時30分～17時）

休館日 日曜･祝日、年末年始

ハガキ、FAX、Eメールに愛称とその意味、住所、

氏名、年齢、電話番号を記入し、6月29日までに

センターあてご応募ください。最優秀賞(1名)と優

秀賞(若干名)の賞状と副賞をご用意しています。

主な施設等

■閲覧室

・人権に関する書籍3,000冊以上(絵本や点字

本もあり)／ビデオ約200本／ビデオ鑑賞用

テレビ2台／インターネットに接続した情報

検索用パソコン2台等を備えています

・閲覧だけでなく貸出もしています(書籍は2週間

以内･5冊以内、ビデオは1週間以内･2本以内)

■研修室

・センターが企画するさまざまな研修を行います

・｢人権｣についての学習の場としてもらうため、

研究室の貸出も行っています(1カ月前から予

約可)

・人権に関するパネルや資料を展示しています

センターの愛称募集中
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第13回紀伊半島知事会議

（5月9日 本宮町大斎原
おおゆのはら

＝熊野本宮大社旧社地）

催　し�
県立近代美術館 t073（436）8690�
■特別企画展 ～7月14日�

 『｢生活｣を｢芸術｣として　西村伊作の世界』�

 ※西村伊作＝新宮出身の大正期を代表する文化人。�

 　建築･絵画･写真･教育など多分野で活躍した。�

片男波公園万葉館　 t073（446）5553�
■第13回万葉講座 6月23日　13時30分～15時�

　演題 「名草山と三輪山－万葉の和歌の浦－」�

　講師 近畿大学文芸学部長・教授　村瀬憲夫氏�

県植物公園緑花センター　 t0736（62）4029�
■ハンギングバスケットを作る※ 6月16日�

　（材料費は自己負担）�

■花の写真教室(一眼レフ初心者向)※ 6月30日�

■展示会  ウチョウラン展 6月15･16日�

  初夏の山草展 6月22･23日�

  古典植物展 7月7日�

※は事前申込必要�

和歌山県公館　一般開放�
日　時　6月16日、7月7日　10～16時�

交　通　バス停「曙橋」下車　※駐車場はありません�

問合せ　県庁管財課t073(441)2214�

お気軽にどうぞ�
 交通事故相談 t073（441）2359�
【常設相談】月～金曜日（東牟婁振興局t0735（22）
8551は水曜日を除く）�

場所／県庁交通事故相談所、東牟婁振興局�

【弁護士による相談】●県庁交通事故相談所　6月17日、

7月1日　受付／13～14時　●東牟婁振興局　6月21

日、7月5日　受付／正午まで　（電話予約必要）�

【巡回相談】●伊都振興局　6月26日　●西牟婁振興局

7月10日　受付／11～15時�

 県民相談 t073（441）2356�
【常設相談】月～金曜日　場所／県庁県民相談室�

【弁護士による相談】①6月21日②7月2日③7月12日

場所／県庁県民相談室　電話予約受付／①6月12日～ 

②6月24日～ 　③7月3日～　（各先着16人）�

【移動相談】①6月14日 串本町・文化センター　②7月4

日 下津町・町民交流センター�

電話予約／①西牟婁振興局t0739(26)7906　�
②海草振興局t073(441)3352（各先着10人）�

 高齢者相談 t073（435）5212

【常設相談】月～金曜日　�

【専門相談】医療、リハビリ、保険・年金、税金、栄養、住宅、

法律、健康　※日時はお問い合せください�

【弁護士による相談】6月21日（電話予約必要）�

場所／県高齢者総合相談センター(和歌山ビッグ愛内)�

県 政 広 報 番 組 紹 介

●テレビ�
テレビ和歌山�
きのくに21 日曜日　9時30分、�

　　　　　　　　　  （再）22時�

県民チャンネル 月･水･木･金曜日 20時55分�

 火曜日 21時54分�

県政フラッシュ  金曜日18時のニュース番組内�

文字放送　テレモ西日本　511＃�
・紀の国・和歌山情報 毎　日　5～24時�

●ラジオ　和歌山放送�
県民マイク 土曜日 14時30分�

県庁だより　 毎　日 11時40分、（再）18時�

４
月
19
日
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０
０
２
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韓
国
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交
流
年
と
ワ

ー
ル
ド
カ
ッ
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サ
ッ
カ
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大
会
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開
催
を
記
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し

て
、
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月
に
公
演
予
定
の

日
韓
合
作
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界
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に
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花
」
公

演
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代
表
と
韓
国
の
観
光

会
社
の
代
表
一
行
40
人
が
木
村
知
事
を
訪
問
し
ま

し
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。

韓
国
の
伝
統
芸
能
パ
ン
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リ
を
基
本
に
し
た
こ

の
オ
ペ
ラ
の
原
作
は
、
紀
州
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初
代
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主
徳
川
頼

宣
公
に
仕
え
た
韓
国
人
儒
学
者
「
李
真
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リ
・
シ
ン
エ
イ

」
と
日

本
人
の
妻
「
ら
ん
」
と
の
国
境
を
越
え
た
愛
の
物

語
で
す
。

総
監
督
の
梁
明
煥

ヤ
ン
・
ミ
ョ
ン
フ
ァ
ン
さ
ん
が
日
本
語
で
「
韓
国
と

日
本
の
交
流
の
た
め
に
協
力
を
よ
ろ
し
く
」
と
要

請
す
る
と
、
木
村
知
事
が
、「
心
か
ら
歓
迎
し
ま

す
。
和
歌
山
が
舞
台
の
オ
ペ
ラ
を
公
演
し
て
い
た

だ
く
こ
と
を
大
変
喜
ん
で
い
ま
す
。
こ
う
し
た
日

本
と
韓
国
の
交
流
は
、
世
界
の
平
和
に
き
っ
と
役

立
ち
ま
す
。」
と
笑
顔
で
応
え
る
と
、
舞
台
衣
装

を
身
に
ま
と
っ
た
役
者
さ
ん
は
じ
め
出
席
者
全
員

か
ら
拍
手
が
わ
き
起
こ
る
な
ど
終
始
な
ご
や
か
な

雰
囲
気
の
懇
談
と
な
り
ま
し
た
。

　秋篠宮殿下と同妃殿下紀子様が４月26･27
日の両日、南紀熊野体験博の開催以来３年ぶ
りに、お揃いで来県されました。�
　関西国際空港から車で那賀郡に入られた
お二人は「青洲の里（那賀町）」を訪ねられ、
医聖華岡青洲の住居兼診療所を復元した春林
軒等を見学されました。２日目の「県立紀伊
コスモス養護学校（和歌山市）」では、親子風
船バレーボールを楽しむ生徒たちと親しく言
葉を交わされ（写真）、その後、「県立自然博物
館（海南市）」のご視察、和歌山マリーナシティで
の「全日本花いっぱい大会式典」ご臨席、和歌
山城のある「和歌山公園」での記念植樹と、
新緑萌ゆる和歌山で充実したひとときをお過
ごしになりました。�

秋
篠
宮
殿
下

秋
篠
宮
殿
下
・
同
妃
殿
下

同
妃
殿
下
ご
来
県
来
県�

秋
篠
宮
殿
下
・
同
妃
殿
下
ご
来
県�

プロントザウルスも�
歓迎！？�
�

hanazonomura�花園村�

　
「
こ
こ
が
み
ん
な
の
新
し
い
ふ
る
さ
と
」を
自
称
す
る
花

園
村
。
村
い
ち
押
し
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
基
地「
花
園
グ

リ
ー
ン
パ
ー
ク
」の 

遊
び 

の
拠
点
の
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と
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と
し
て
、２
年

前
か
ら
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
中
南
森
林
公
園
が
５
月
１

日
に
開
園
し
ま
し
た
。�

　
園
内
の
目
玉
は
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い
っ
て
も
22
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画
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配
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ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
と
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サ
イ
ト
の
キ
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プ
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川
で
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釣
り
、山
で
は
遊
歩
道
の
散
策
も
で
き
、川
あ
り

山
あ
り
の
自
然
満
喫
キ
ャ
ン
プ
が
楽
し
め
る
と
あ
っ
て
、ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
も
連
日
満
杯
の
盛
況
ぶ
り
で
、早
く
も
夏
休

み
の
予
約
も
殺
到
し
て
い
る
と
か
。
　�

　
公
園
か
ら
約
20
分
の「
恐
竜
ラ
ン
ド
」で
は
、
高
さ
７
ｍ
の

プ
ロ
ン
ト
ザ
ウ
ル
ス
が
、
目
を
ク
リ
ク
リ
さ
せ
、首
を
長
〜
く

し
て
、皆
さ
ん
が
遊
び
に
来
て
く
れ
る
の
を
待
っ
て
い
ま
す
。�

な
か
み
な
み�

中南森林公園開園！�

問い合わせ：花園村産業観光課t0737（26）0544

6月は環境月間です

見直そう　わたしたちのくらし
ごみの減量、地球温暖化防止といっ
た環境問題の解決には、資源やエネ
ルギーを大量に消費しない生活様式
に変えていくことが必要です。

環境月間に関する情報
http://www.office.wakayama.go.jp
/prefg/032000/envday.htm

わかやまジュニア環境サミット

「和歌山の観光ＰＲのためにがんばります」

日時 11月2日(土)

場所 わかやま館(和歌山マリーナシティ)

内容 参加グループの取組発表等

参加グループ募集!!
学校の授業やクラブ活動、地域の活動の中で環境保全を目的とした取組をし

ている県内の小･中･高校生のグループを募集します。

（取組例）

○ごみの減量･リサイクル ○身近な環境を守る

○森や緑を守る ○地球温暖化防止

応募方法 7月19日までに所定の申込書で県庁環境生活総務課へ。ただし、

応募できる取組は、平成13年4月～平成14年9月までの間に活動したもの

とします。

募集定員　30グループ(応募多数の場合は審査選考のうえ決定)

問い合わせ 県庁環境生活総務課

t073(441)2674 FAX073(433)3590（左から）加藤麻衣子さん、木村友紀さん、徐晶さん、南方浩子さん


